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誰にでも起

こりうるもの

である

つらい経験

や背景があ

る

ストレスから

身を守って

いる

他人ごとで

はない・ひき

こもる気持

ちがわかる

病気や障害

である

甘えや怠け

である・現実

逃避をして

いる

家庭の問題

が影響して

いる

恥ずかしい・

隠したい

何を考えて

いるのか・な

ぜひきこもっ

ているのか

わからない

15歳～19歳 (n=113) 68.1 42.5 31.9 24.8 17.7 14.2 29.2 8.8 8.8

20歳代 (n=205) 72.7 54.1 47.8 28.8 22.0 13.7 31.2 7.8 6.8

30歳代 (n=254) 77.2 53.5 46.5 34.3 24.0 14.2 31.5 7.1 9.1

40歳代 (n=420) 81.7 49.3 51.4 30.5 30.7 11.9 34.0 7.4 5.2

50歳代 (n=508) 76.6 53.9 50.0 27.4 32.1 15.7 34.1 6.3 8.5

60歳代 (n=479) 73.3 55.1 48.9 21.5 33.8 8.6 33.2 4.2 11.7

70歳以上 (n=687) 68.7 49.2 41.5 24.3 34.8 11.2 29.5 5.8 13.7

全体 (n=2,684) 74.1 51.7 46.4 26.6 30.6 12.2 32.0 6.3 9.8
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１７．ひきこもりへの認識について（問４５～問４７） 

問４５ 「ひきこもり」という状態について、どのような印象・考えをお持ちですか。 

【あてはまるものをすべて】 

（ｎ＝2,684） 

（１）全体的傾向 

「誰にでも起こりうるものである」と回答した人の割合が 74.1％と最も高くなってい

ます。次いで「つらい経験や背景がある」が 51.7％、「ストレスから身を守っている」が

46.4％となっています。 

 

（２）年代別にみた特性 

すべての年代で、「誰にでも起こりうるものである」と回答した人の割合が 68.1～

81.7%と最も高くなっています。特に、20 歳代から 60 歳代では 7 割を超えています。 

また、「病気や障害である」と回答した人の割合は、年代が高くなるつれて高くなる傾

向にあります。 
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家族・親族 友人・知人 医療機関

市役所・保健

所などの相

談窓口

学校

当事者会や

家族会など

の同じ悩み

を抱える人

ＳＮＳやオン

ラインでつな

がっている

人

ＡＩ（人工知

能）

相談しない・

できないと

思う

15歳～19歳 (n=112) 58.0 41.1 20.5 9.8 16.1 6.3 7.1 17.0 21.4

20歳代 (n=205) 74.1 33.7 32.2 15.6 2.4 3.9 6.8 20.0 12.7

30歳代 (n=254) 75.2 33.9 44.5 21.7 14.2 7.1 5.1 10.2 13.0

40歳代 (n=421) 72.0 33.7 47.5 25.2 18.5 9.3 4.3 8.1 7.8

50歳代 (n=508) 65.9 34.3 48.2 30.5 12.2 12.0 3.1 7.1 15.2

60歳代 (n=476) 63.2 28.8 52.9 41.4 6.9 17.4 1.3 6.1 12.0

70歳以上 (n=692) 66.5 29.6 54.5 40.5 9.5 16.0 0.6 3.2 15.6

全体 (n=2,687) 67.7 32.2 47.9 31.3 11.2 12.2 3.0 7.7 13.5
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問４６ もし、あなたやあなたの家族がひきこもり状態になったら、そのことを誰（どこ）に相談

しますか。 

【あてはまるものを３つまで】 

（ｎ＝2,687） 

（１）全体的傾向 

「家族・親族」と回答した人の割合が 67.7％と最も高くなっています。次いで「医療

機関」が 47.9％、「友人・知人」が 32.2％となっています。 

 

（２）年代別にみた特性 

すべての年代で、「家族・親族」と回答した人の割合が 58.0～75.2％と最も高くなっ

ています。 

また、15 歳～19 歳では「友人・知人」が、30 歳代以上では「医療機関」が、60 歳

代以上では「市役所・保健所などの相談窓口」が 4 割を超え、他の年代と比べて高くな

っています。一方、「相談しない・できないと思う」と回答した人の割合は、全体では

13.5％であり、15 歳～19 歳では 21.4％と他の年代と比べて高くなっています。 
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相談窓口の

明確化（ひき

こもりに関す

る相談窓口

情報の発信）

相談体制の

充実（個別相

談・心理相談

など）

適切な支援

機関の紹介

正しい理解

ができる情

報の発信（講

演会など）

当事者と家

族への継続

的なサポート

（孤立回避）

居場所づく

り（安心して

過ごせる場

づくり）

活動の場の

充実（ボラン

ティア活動、

オンラインコ

ミュニティ、

短時間就労

体験など）

民間の支援

団体（ＮＰО、

当事者会、家

族会など）へ

の支援

わからない

15歳～19歳 (n=113) 28.3 34.5 29.2 13.3 24.8 44.2 9.7 3.5 16.8

20歳代 (n=204) 34.3 38.7 37.3 11.3 27.9 34.8 10.8 2.9 18.1

30歳代 (n=254) 34.6 42.1 42.1 6.3 29.9 44.1 14.2 3.5 13.0

40歳代 (n=420) 46.7 46.7 42.1 7.4 35.0 35.0 14.3 4.8 8.3

50歳代 (n=506) 48.0 51.0 42.1 8.1 36.6 30.6 11.5 5.7 10.9

60歳代 (n=476) 46.8 55.0 44.3 8.6 37.6 35.7 11.8 6.5 8.4

70歳以上 (n=690) 56.4 51.6 44.1 11.2 31.3 36.5 7.1 7.1 12.8

全体 (n=2,679) 46.7 48.6 42.1 9.1 33.4 36.0 11.0 5.5 11.5
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問４７ 市がひきこもりの人やそのご家族への支援を進めるにあたり、どのようなサービスが

あるといいと思いますか。 

【あてはまるものを３つまで】 

（ｎ＝2,679） 

（１）全体的傾向 

「相談体制の充実（個別相談・心理相談など）」と回答した人の割合が 48.6％と最も

高くなっています。次いで「相談窓口の明確化（ひきこもりに関する相談窓口情報の発信）」

が 46.7％、「適切な支援機関の紹介」が 42.1％となっています。 

 

（２）年代別にみた特性 

20 歳代と 50 歳代から 60 歳代で、「相談体制の充実（個別相談・心理相談など）」と

回答した人の割合が 38.7％～55.0％と最も高くなっています。 

また、40 歳代と 70 歳以上では、「相談窓口の明確化（ひきこもりに関する相談窓口

情報の発信）」がそれぞれ 46.7％、56.4％と高くなっています。 

一方、15 歳～19 歳と 30 歳代では、「居場所づくり（安心して過ごせる場づくり）」

がそれぞれ 44.2％、44.1％と最も高くなっています。 
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